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u  IP (Internet Protocol)
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u IP QoS (Quality of Service)

u QoS

u RSVP (Resource reServation Protocol)
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u NHK MUSE
u 1994 2007
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（初期状態）
送電側電力ルータ
  電圧V
	電荷 Q=CV
	エネルギー E0=1/2 CV^2
受電側電力ルータ
  初期状態での電圧0

（スイッチをONにした直後）
電位差 V
電流 V/R
抵抗での消費電力（単位時間の発熱 ）V^2/R

（終了状態）
送電側、受電側、いずれも
	電圧 V/2
	電荷 Q=CV/2
                   エネルギーはそれぞれ 1/8 CV^2、合わせて ¼ CV^2

すなわち ¼ CV^2 のエネルギーが失われた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（初期状態）
送電側電力ルータ
  電圧V
	電荷 Q=CV
	エネルギー E0=1/2 CV^2
受電側電力ルータ
  初期状態での電圧0

（スイッチをONにした直後）
電位差 V
電流 V/R
抵抗での消費電力（単位時間の発熱 ）V^2/R

（終了状態）
送電側、受電側、いずれも
	電圧 V/2
	電荷 Q=CV/2
                   エネルギーはそれぞれ 1/8 CV^2、合わせて ¼ CV^2

すなわち ¼ CV^2 のエネルギーが失われた。


EveryCircuit



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
LC共振回路とRSフリップフロップ利用の充電時間制御回路の例です。
RSフリップフロップをセット(左側のスイッチをON)すると充電回路のスイッチ（リレーモデル）がONします。
LC共振がはじまり、Cの電圧があらかじめ設定された電圧に達するとコンパレータがONして、RSフリップフロップがリセットされます。
RSフリップフロップがリセットされるとスイッチがオープンして共振動作が停止します。
この時点で左のキャパシタから右のキャパシタに電荷が移動しています。

このモデルは以下のURLをGoogle chromeでアクセスすると観覧動作させることができます。
http://everycircuit.com/circuit/5859641709821952/transmission1



実際の回路ではL（インダクタンス）の一端のスイッチで解放すると高電圧が発生するためスナバ回路等をいれますが、この回路は計算用のためオープンのままにしてあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1対1モデルをEveryCirucit上で作成した例です。

Everycircuitで扱える回路規模の制約から電圧コンパレータは使用せず、転送タイミングを固定にしています。
電荷の移送は回路図上のランプの点灯と波形（左上の波形をクリックすると拡大されます）で確認できます。
この回路は以下のURLをGoogle chromeでアクセスすると観覧動作させることができます。
http://everycircuit.com/circuit/5932617708863488/transmission2
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電力経路に損失（抵抗）をいれたモデルです。Everycirucitでは扱える回路規模が少ないのと、解析機能や制御記述ができないため、
GeckoCirucitというシミュレータを利用しています。

GeckoCircuitではJavaの記述が利用可能です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
トランザクションレベルモデルの2対2の例です。
制御情報と電力は別経路で表現し、シミュレーションの時間分解能はパケット単位です。
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